
貧困の連鎖を教育で断ち切る�

　子どもが、また子どもを抱える家族が貧困から抜

け出すにはどうしたらよいのでしょう？

　ある行政のケースワーカーは、「子どもが高校を

出て就職すれば生活保護は終わる」とおっしゃいま

した。高校を卒業するには、まず、高校に合格するこ

と、次に、3年間高校に通い続けることの2点がポイ

ントになります。私は高校受験をきっかけに家族で

努力することを覚えれば、高校を卒業することはそん

なに苦ではないと考えています。

　愛知県の高校進学率は98％で、生活保護家

庭のお子さんの高校進学率は70～85％くらいです。

しかし、高1の夏にその50％が退学してしまうそう

です。理由は制服の夏服が買えないからです。そ

んなことがないようにボランティーチャーでは、子ど

もには一生懸命努力して学力を上げてもらうし、保

護者には知恵を絞って節約して、受験から高1の

夏までにかかる費用を貯金してもらいます。一昨年、

ボランティーチャーが伺った生活保護のお子さん

は「あんなに受験勉強で努力したから高校は絶対

やめない。ちゃんと卒業します」と言ってくれました。

保護者も「資金面で高1の夏が乗り切れたから、

続けられそうです。節約して貯金することも覚えた

のでやっていけそうです」とおっしゃってくださいま

した。今では親子とも高校で新しい友達もできて

楽しく過ごしています。今はまだ生活保護を受給し

ていますが、お子さんの高校卒業とともに、自立へ

の道が見えてきています。

次世代型学習支援ボランティーチャー�

　ボランティーチャーはボランティアの先生（ティー

チャー）の集りです。昔なら近所のお兄ちゃんや親

せきのお姉ちゃんが一緒に遊んでくれたり、勉強を

見てくれたりしたでしょう。でも現代はそういった絆や

連帯の意識が希薄になってきています。そんな中、

ボランティーチャーには「勉強くらいなら見てあげるよ」

というボランティアの方が約300人登録されています。

この方たちが時間と知識を割いて勉強を教えてくれ

ることが、子どもたちにはいい影響を与えています。

子どもたちは「頼れる人は誰もいない」と悲観してい

たところに、「無償で頼れる人が存在している」こと

を実感できます。ボランティア精神の中で育った子

どもにはボランティア精神の種が植えつけられます。

将来、困っている人がいたら手を差し伸べることが

できる人に育ってくれると思うのです。そうすれば、す

べての人が安心して過ごせる社会になると思いませ

んか？ボランティアの側から見れば、一生懸命尽くす

ことで、子どもの成績は上がり、進路も変わります。

一人の人の人生をよくすることに貢献できる喜びは

計り知れません。自分の存在価値にも気づくことが

できます。こうして、ボランティーチャーの活動は、活

動をする側にも受ける側にも大切なものを見つける

ことができるのです。

6分の1どころじゃない子どもの貧困�

　子どもの貧困でよく「6分の1」という数字が出て

きます。このタイトルにも「6分の1」が使われています。

でも、ボランティーチャーの活動を通して見てみると、

「下から16％（6分の1）が貧困って言うけど、じゃあ

17％目の子はどうなの？下から20％、30％目の子に

も学習支援は必要なんじゃないの？」となります。前

回話した通り、中学3年生の通塾率は60％です。当

然、下から17％の子も、生活保護を受けている下か

ら30％程度の子も学習塾には行けないでしょう。

　そう考えると実質は6分の1どころではなくて、もっ

とたくさんの子どもたちが貧困で悩み苦しんでいた

り、いつ貧困に陥るかもわからないギリギリのとこ

ろで生きているということになるのです。

　「一人でも多くの子どもたちに明かりを灯してあ

げたい」。そのためには、たくさんの活動者を集め

て育てなければいけません。たくさんの資金を集め

なければなりません。今、ボランティーチャーがやら

なければならないことは学習支援会場を増やすこ

とと、民間の学習塾講師と同じレベルの指導力を

持つボランティアを育成することの2つではないか

と考えています。「無償のボランティアなんだから、

この程度で十分でしょ」という学習支援であって

はいけないと思うのです。貧困で苦しんでいる子ど

もたちの人生がかかっている事業ですから、本気

で取り組んでくださる方を求めていきたいと思って

います。

6分の1どころじゃない貧困の子どもたち ～後編～�

特定非営利活動法人 ボランティーチャー�
TEL： 052-508-8488（10：00～22：00）
E-mail： volun-teacher@orchid.plala.or.jp
ホームページ： http://volunteacher.greenwebs.net/

●開講中の教室�
・対　象： 中学生　
・受講料： 生活保護家庭は無料。一般家庭は月会費5,000円。
　　　　※収入に応じて減額制度あり
・場　所： 一宮学習支援教室…i-ビル、
　　　　春日井学習支援教室…ルネック

●家庭教師�
・エリア： 愛知県　
・対　象： 小学生・中学生　
・受講料：生活保護家庭以下は会費無料～750円／60分。一般家庭は会費750円／60分。（交通費別途）

INFORMATION

子どもの6分の1 ― 6人に1人が貧困状態に陥っているといわれる現在の

日本。この連載では、その6分の1の子どもたちの現状と、この地域で

「子ども貧困」の解決に取り組む団体の活動をご紹介していきます。�
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